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平成

２７
年度

甲
賀
市
予
算
„
滋
賀
の
力
＂
に
な
り
ま
す

�

「
あ
い
こ
う
か
國く

に

づ
く
り
予
算
」

　平成２７年度の当初予算が市議会定例会で可決されました。
　平成２７年度予算は、理想郷・甲賀の國づくりを着実に進めることで、市民と共に県
内自治体をリードし、滋賀の魅力を底上げしていくことを理念に掲げ、『“滋賀の力”
になります「あいこうか國づくり予算」』として編成しました。

施
政
方
針
（
要
旨
）

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
に
固
め
た

基
礎
の
上
に
、
希
望
を
も
て
る
よ
う
な
未

来
を
拓
く
社
会
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
捉

え
、
甲
賀
モ
デ
ル
を
形
づ
く
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
活
の
場
か
ら
の

声
の
一
つ
ひ
と
つ
に
耳
を
傾
け
、
市
民
幸

福
度
の
最
大
化
に
向
け
て
「
甲
賀
の
國
づ

く
り
」
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
市

民
皆
さ
ん
の
負
託
に
応
え
る
道
で
あ
る
と

深
く
思
い
定
め
、
平
成
27
年
度
予
算
を
編

成
し
た
も
の
で
す
。

　
本
年
は
、
地
方
創
生
が
日
本
全
国
津
々

浦
々
で
合
言
葉
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち

の
取
り
組
み
は
、
理
想
郷
・
甲
賀
の
國
づ

く
り
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
市
民
皆
さ
ん

と
共
に
県
内
自
治
体
を
リ
ー
ド
し
、
滋
賀

の
魅
力
を
底
上
げ
し
て
い
く
こ
と
を
理
念

に
掲
げ
、『“
滋
賀
の
力
”
に
な
り
ま
す
「
あ

い
こ
う
か
國
づ
く
り
予
算
」』
と
位
置
付

け
る
も
の
で
す
。

　
総
合
計
画
の
実
現
を
め
ざ
し
施
策
の
重

点
化
を
図
り
、
４
つ
の
重
点
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
26
の
事
業
を
核
に
取
り
組
み
ま
す
。
特

に
「
地
方
創
生
・
甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

事
業
を
模
索
・
検
討
し
、
本
市
独
自
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

甲賀市長
中嶋　武嗣

　平成２７年度当初予算
■一般会計　　367億円
（対前年度　＋13億5,000万円　＋3.8％）

■特別会計　230億2,817万円
（対前年度　＋21億331万円　＋10.1％）

■企業会計　  57億8,762万円
（対前年度　＋2億2,156万円　＋4.0％）

 義務的経費 　�市の歳出のうち、その支出が
任意で削減できない経費

 投資的経費 　�道路・公園・学校の建物など
社会資本の整備に要する経費

歳出
<性質別>
367億円

（H26 353億5,000万円）
その他の経費
177億1,639万円

48.3％

義務的経費
148億8,379万円

40.5％

投資的経費
40億9,982万円
11.2％

人件費
64億5,502万円

17.6%

扶助費
47億415万円
12.8%

扶助費
47億415万円
12.8%

扶助費
47億415万円
12.8%

公債費
37億2,462万円

10.1%
普通建設事業費
40億9,982万円

11.2%

物件費
66億3,945万円

18.1%

補助費等
58億2,223万円

15.8%

繰出金
47億393万円
12.8%

維持補修費
3億1,900万円

0.9%

予備費
1億円　0.3%

投資及び出資金
7,148万円　0.2%

貸付金
4,046万円
0.1%
積立金

1,984万円　0.1%

人件費
64億5,502万円

17.6%

扶助費
47億415万円
12.8%

公債費
37億2,462万円

10.1%
普通建設事業費
40億9,982万円

11.2%

物件費
66億3,945万円

18.1%

補助費等
58億2,223万円

15.8%

繰出金
47億393万円
12.8%

維持補修費
3億1,900万円

0.9%

予備費
1億円　0.3%

投資及び出資金
7,148万円　0.2%

貸付金
4,046万円
0.1%
積立金
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一般会計
市の基本となる会計

平
成
27
年
度 

甲
賀
市
予
算
編
成
方
針

　

予
算
は
、
５
つ
の
基
本
方
針
を
も
っ
て

編
成
し
ま
し
た
。

① 

総
合
計
画
の
実
現
を
め
ざ
し
た�

重
点
的
・
戦
略
的
な
財
源
配
分

　
市
民
ニ
ー
ズ
や
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
め
ざ

し
て
よ
り
一
層
の
施
策
の
重
点
化
を
図
り

な
が
ら
、
総
合
計
画
の
実
現
の
た
め
の
部

局
間
連
携
に
よ
る
予
算
と
し
ま
す
。

② 

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
い
、元
気
な
ま

ち
甲
賀
を
め
ざ
す
施
策
の
展
開

　
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
に
お
い
て
、
最

大
の
課
題
と
な
る
急
激
な
人
口
減
少
問
題
に

対
し
、
将
来
を
見
据
え
、
継
続
的
か
つ
効
果

的
な
施
策
を
部
局
横
断
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
防
災
・
減
災
対
策
等
の
強
化

　
市
民
の
安
全
を
最
優
先
と
し
、
将
来
を
見

据
え
た
防
災・減
災
対
策
、環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

④ 

合
併
特
例
期
間
を
見
据
え
た
計
画
的
予
算

　
「
合
併
特
例
債
」
の
発
行
と
、「
普
通
交

付
税
の
合
併
算
定
替
※
1
」
が
適
用
さ
れ

る
合
併
特
例
期
間
の
終
了
後
も
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
む
け
て
、
そ
の
期
限
を
見

据
え
た
計
画
的
な
予
算
と
し
ま
す
。

⑤ 

財
政
健
全
化
に
む
け
た
着
実
な
取
り
組
み

　
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
思
い
き
っ
た
行

財
政
改
革
の
断
行
や
、
市
税
や
各
種
料
金

の
滞
納
解
消
策
の
実
行
と
現
有
資
産
の
有

特別会計・公営企業会計

効
活
用
な
ど
に
よ
る
財
源
を
確
保
し
、
新

た
な
歳
入
の
創
出
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

将
来
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
基

礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
※
2
）の
黒
字
化
の
継
続
を
図
り
ま
す
。

予算額

２７年度 ２６年度 前年度比較

特
別
会
計

国民健康保険 101億3,600万円 90億3,000万円 ＋11億600万円

後期高齢者医療 17億4,000万円 17億1,500万円 ＋2,500万円

介護保険 65億800万円 58億2,400万円 ＋6億8,400万円

公共下水道事業 37億4,800万円 35億9,800万円 ＋1億5,000万円

農業集落排水事業 6億7,200万円 7億3,400万円 △6,200万円

土地取得事業 2億356万円 326万円 ＋2億30万円

野洲川基幹水利施設管理事業 2,061万円 2,061万円 0万円

小　　　　計 230億2,817万円 209億2,487万円 ＋21億330万円

企
業
会
計

病院事業
収益的支出 8億7,700万円 8億7,700万円 0万円

資本的支出 1億4,780万円 7,402万円 ＋7,378万円

水道事業
収益的支出 30億174万円 29億8,063万円 ＋2,111万円

資本的支出 12億1,585万円 10億7,948万円 ＋1億3,637万円

診療所事業
収益的支出 2億2,700万円 2億2,030万円 ＋670万円

資本的支出 520万円 575万円 △55万円

介護老人保健�
施設事業

収益的支出 3億1,160万円 3億2,480万円 △1,320万円

資本的支出 143万円 408万円 △265万円

小　　　　計 57億8,762万円 55億6,606万円 ＋2億2,156万円

合　　　　計 288億1,579万円 264億9,093万円 ＋23億2,486万円

特定の事業を行うための会計

 自主財源 　市が自主的に収入することができるもの
 依存財源 　国や県の意思決定に基づき収入されるもの

歳入
367億円

（H26 353億5,000万円）

自主財源
172億　708万円

46.9％

依存財源
194億9,292万円

53.1％

市　税
133億9,079万円

36.5%

繰入金
16億8,365万円

4.6%

分担金・負担金
使用料・手数料
10億2,831万円

2.8%

諸収入
8億6,077万円

2.3%
繰越金

1億5,000万円
0.4%
財産収入・寄附金
9,356万円　0.3%

地方特例交付金
5,200万円　0.1%

地方譲与税
3億4,200万円

0.9%

県税交付金
21億8,200万円

6.0%

県支出金
29億2,016万円

8.0%

市　債
32億6,540万円

8.9%

国庫支出金・交通
安全対策特別交付金
34億8,136万円

9.4%

地方交付税
72億5,000万円

19.8%
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34億8,136万円

9.4%

地方交付税
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歳出
<目的別>
367億円

（H26 353億5,000万円）

民生費
113億6,728万円

31.0%

総務費
57億3,628万円

15.6%

総務費
57億3,628万円

15.6%

総務費
57億3,628万円

15.6%土木費
39億9,944万円

10.9%

衛生費
39億7,799万円

10.8%

教育費
37億2,838万円

10.2%

公債費
37億2,462万円

10.2%

農林水産業費
19億5,100万円

5.3%

消防費
14億472万円　3.8%

議会費
3億286万円　0.8%

商工費
2億8,045万円

0.8%
労働費

1億2,698万円
0.3%

災害復旧費・予備費
1億円　0.3%

民生費
113億6,728万円

31.0%

総務費
57億3,628万円

15.6%土木費
39億9,944万円

10.9%

衛生費
39億7,799万円

10.8%

教育費
37億2,838万円

10.2%

公債費
37億2,462万円

10.2%

農林水産業費
19億5,100万円

5.3%

消防費
14億472万円　3.8%

議会費
3億286万円　0.8%

商工費
2億8,045万円

0.8%
労働費

1億2,698万円
0.3%

災害復旧費・予備費
1億円　0.3%

※
1�

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

　

�　
合
併
後
で
も
、
合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税
の

不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
制

度
。
本
市
は
平
成
27
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
段

階
的
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

※
2�

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

　

�　

市
債
以
外
の
歳
入
で
、
市
債
の
元
利
償
還

金
を
除
い
た
歳
出
を
賄
え
る
か
ど
う
か
を
示

す
基
礎
的
財
政
収
支
。
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
財
政

の
中
長
期
的
な
持
続
可
能
性
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

2平成 27年 4月15日3 平成 27年 4月15日



平成２７年度

市
の
主
な
事
業

こ
こ
で
は
平
成
27
年
度
に
行
う
主
な
事
業
を

４
つ
の
重
点
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
を
守
る
絆
づ
く
り

◦
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
重

�

１
，５
５
９
万
円

　

�　
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）�

が
提
唱
す

る
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証

の
年
度
内
取
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

◦
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画
策
定
事
業
重

�

１
，２
３
０
万
円

　
�　

人
口
減
少
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
甲

賀
市
が
元
気
で
活
気
あ
ふ
れ
る
自
治
体

と
し
て
輝
き
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
平
成
29
年
度
を
初
年
度
と
す
る

「
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

安
全
・
安
心
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

◦（
地
域
防
災
力
向
上
事
業
）�

　
災
害
対
策
事
業
重

�

９
４
８
万
円

　

�　
大
規
模
災
害
に
備
え
、
災
害
用
備
蓄

資
機
材
の
補
充
・
更
新
を
行
う
と
と
も

に
、
防
災
士
資
格
取
得
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦�

甲
賀
市
役
所
庁
舎
整
備
事
業�

（
新
庁
舎
整
備
事
業
）
重

�

７
億
７
，２
７
３
万
円

　

�　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
と
安

全
・
安
心
の
た
め
の
防
災
機
能
の
強
化
、

重
…
重
点
事
業

組
織
運
営
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た

め
、
新
庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。
本
年
度

は
、
平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
た
新

庁
舎
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

◦�
甲
賀
市
役
所
庁
舎
整
備
事
業�

（
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

改
築
事
業
）
重�

�

６
，９
７
９
万
円

◦
市
街
地
整
備
事
業
重

�
３
億
５
，２
６
５
万
円

　

�　
Ｊ
Ｒ
甲
南
駅
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等

の
整
備
、
貴
生
川
西
内
貴
地
区
等
の
土

地
区
画
整
理
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

◦�

新
町
・
貴
生
川
幹
線
内
貴
橋
改
築

事
業
重

�

６
，４
０
０
万
円

◦
き
め
細
や
か
な
河
川
防
災
協
働
事
業
重

�

７
０
０
万
円

　

�　
各
自
治
会
等
が
施
工
す
る
災
害
未

然
防
止
対
策
工
事（
堆
積
土
砂
等
浚

渫
工
事
）�

に
対
し
支
援
を
行
い
、
安

全
・
安
心
な
居
住
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の�

自
立
や
介
護
へ
の
支
援

◦�

生
涯
現
役
の
健
康
づ
く
り
事
業�

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）
重�

�

７
５
０
万
円

生
涯
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
充
実

◦
都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
事
業

�

１
億
１
，０
０
０
万
円

元
気
と
安
心
、
み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

▲新庁舎　南東側外観イメージ

▲安全なまちづくりに向けて取り組むセーフコミュニティ推進事業

テーマ
①経

験
や
体
験
を
通
し
た
子
ど
も
の
育
成

◦
学
び
の
支
援
事
業�

２
，７
１
９
万
円

教
育
環
境
の
整
備

◦
確
か
な
学
力
育
成
事
業
重�

５
，９
２
０
万
円

　

�　
児
童
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
習

番
組
の
作
成
・
提
供
や
、
加
配
教
員
の

配
置
、
情
報
端
末
資
機
材
等
に
よ
る
充

実
し
た
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
児

童
生
徒
の
学
ぶ
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
の
支
援
や�

体
制
の
整
備
と
保
育
の
充
実

◦�

小
中
学
生
通
院
医
療
費
助
成�

（
子
育
て
応
援
医
療
）
重�

４
０
０
万
円

　

�　
小
学
１
年
生
か
ら
小
学
３
年
生
の
全
て

の
児
童
を
対
象
に
、
通
院
に
か
か
る
医
療

保
険
の
自
己
負
担
額
の
全
額
を
助
成
し
、

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

雇
用
の
維
持
と
創
出

◦�

住
み
続
け
た
い
ま
ち「
甲
賀
」を
め
ざ
す

経
済
活
性
化
事
業
重�

９
２
０
万
円

　

�　

若
年
層
や
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
、
市
内
企
業
と
の
就
職
面
接
会
の

開
催
や
県
外
か
ら
市
内
の
高
校
に
入
学
し

人
や
モ
ノ
の
交
流
促
進

◦�（
仮
称
）甲
賀
北
地
区
工
業
団
地
整
備
事
業
重

�

４
，４
２
６
万
円

◦�

土
山
Ｓ
Ａ
周
辺
地
域
利
活
用
及
び

甲
南
Ｉ
Ｃ
・
Ｐ
Ａ
流
出
経
路
検
討
事
業
重

�

１
，１
０
０
万
円

◦�

名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
効
果
検
討
事
業
重

�

５
０
０
万
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
支
援

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
重

�

１
，２
３
０
万
円

自
然
環
境
の
保
全
と
共
生

◦
水
ま
わ
り
快
適
生
活
応
援
事
業
重�

�

３
，４
５
２
万
円

地
域
資
源
の
創
造
と
維
持
活
用

◦
あ
い
こ
う
か
岡
山
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
重

�

１
，４
２
５
万
円

◦�

こ
う
か
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
重�

２
７
９
万
円

◦
子
育
て
支
援
員
配
置
事
業
重

�

１
，１
５
５
万
円

◦�（
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
）あ
ん
し
ん
＆
す
こ
や
か

保
育
応
援
事
業
重�

１
億
４
，２
１
９
万
円

　

�　
保
育
士
の
増
員
、
私
立
保
育
園
に
対

す
る
増
築
補
助
等
に
よ
り
、
低
年
齢
児

等
の
受
け
入
れ
の
た
め
の
体
制
・
環
境

を
整
え
ま
す
。

た
生
徒
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
産
業
の
維
持
活
性
化

◦「
来
て
魅
て
甲
賀
」
観
光
誘
客
促
進
事
業
重

�

３
，８
５
０
万
円

◦
捕
獲
か
ら
活
用
へ
「
鳥
獣
害
対
策
事
業
」
重

�

９
，３
２
０
万
円

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と�

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

◦�

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
支
援
事
業�

５
７
３
万
円

特
別
会
計
・
企
業
会
計
で�

実
施
す
る
事
業

◦�

特
定
健
康
診
査
推
進
事
業（
特
定
健
診

受
診
率
向
上
）�

１
億
１
，１
５
０
万
円

◦
公
共
下
水
道
整
備
事
業

�

８
億
４
，６
２
０
万
円

　

�　
水
口
町
名
坂
北
脇
地
区
、
甲
南
町
池

田
地
区
及
び
信
楽
町
勅
旨
地
先
か
ら
長

野
地
先
に
か
け
て
の
下
水
道
幹
線
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

◦�

隠
岐
・
寺
庄
配
水
系
統
整
備
送
水
管

布
設
工
事�

４
，２
６
６
万
円

◦
新
た
な
水
源
確
保
に
向
け
た
調
査
業
務

�
�

３
，５
２
３
万
円

学
び
と
育
ち
、
き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

創
造
と
交
流
、
進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

魅
力
の
伝
承
、
誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

テーマ
②

テーマ
③

テーマ
④

▲水口岡山城発掘石垣

▲ JOBフェア合同就職面接会

▲�低年齢児等の受け入れ体制を整える保育
応援事業

4平成 27年 4月15日5 平成 27年 4月15日



　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
が
施
行

さ
れ
、「
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育

て
の
希
望
の
実
現
」、「
東
京
一
極
集
中
の

歯
止
め
」「
地
域
の
特
性
に
即
し
た
地
域

課
題
の
解
決
」の
３
つ
の
視
点
で
、国
は「
地

方
創
生
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
と
い
う
現
実

　
こ
れ
ら
は
、
昨
年
５
月
に
公
表
さ
れ
た

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
い
う
衝
撃
的
な

発
表
を
呼
び
水
と
し
て
、
急
速
に
気
運
が

高
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

増ま
す

田だ

寛ひ
ろ

也や

元
総
務
相
を
は
じ
め
と

す
る
「
日
本
創
成
会
議
」
の
分
科
会
が

２
０
４
０
年
の
推
計
人
口
を
発
表
し
、
そ

れ
に
よ
る
と
全
国
の
５
割
の
自
治
体
で
若

年
女
性
（
20
歳
～
39
歳
）
が
半
減
し
、
う

ち
１
万
人
を
切
る
５
２
３
の
自
治
体
に
つ

い
て
は
「
消
滅
の
可
能
性
が
高
い
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　
「
消
滅
す
る
」
と
い
う
具
体
的
な
報
道

を
見
て
、
漠
然
と
し
た
不
安
か
ら
身
近
な

問
題
と
し
て
、
再
認
識
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
む
と
「
ま
ち

の
活
力
が
低
下
す
る
」「
集
落
機
能
の
維
持

が
困
難
に
な
る
」「
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
り
産
業
活
動
が
低
迷
す
る
」な
ど
様
々

な
問
題
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
的
な
傾
向

と
同
じ
く
、
将
来
の
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
と
考
え
、
昨
年
10
月
に
は
人
口
減

少
に
立
ち
向
か
う
庁
内
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
（
Ｐ
Ｊ
会
議
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
Ｐ
Ｊ
会
議
で
は
、
中
堅
職
員
を
中
心
と

し
て
構
成
さ
れ
た
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
、
新
成
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
な
ど
し
、
具
体
的
な
施
策
の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
は
早
く
か
ら

取
り
組
む
ほ
ど
大
き
な
効
果
が
現
れ
る
こ

◦
甲
賀
市
総
合
戦
略
策
定

�

１
，３
０
０
万
円

　

�　
市
の
人
口
増
減
と
将
来
の
展
望
を
提

示
す
る
「
甲
賀
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

今
後
５
年
間
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的

方
向
を
ま
と
め
た「
甲
賀
市
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
す
。

◦
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
助
成�

１
，２
０
２
万
円

　

�　
市
内
へ
の
移
住
定
住
希
望
者
に
対
す

る
移
住
関
連
情
報
の
提
供
や
相
談
支
援

の
一
元
的
な
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

◦
地
域
し
ご
と
支
援�

２
６
０
万
円

◦
創
業
支
援
・
販
路
開
拓

�

１
，２
０
０
万
円

◦
観
光
振
興�

�

３
，１
８
４
万
円

◦�

多
世
代
交
流
・
多
機
能
型
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
拠
点（
小
さ
な
拠
点
）

�

２
３
０
万
円

　

�　
小
規
模
多
機
能
自
治
の
取
り
組
み
を

進
め
、
居
場
所
の
提
供
、
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
等
の
持
続
可
能
な
モ
デ
ル
地
域
を

支
援
し
ま
す
。

◦
少
子
化
対
策�

５
９
２
万
円

◦
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品
券

�

８
，３
０
２
万
円

◦
ま
る
ご
と
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

�

２
，２
５
０
万
円

◦
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

�

５
，４
４
８
万
円

 甲賀の國
く に

づくり
プロジェクト

　迫りくる人口減少社会において、生産力・消費の衰退による経済活力の
低下、農山村地域の過疎化の進展、地域コミュニティの弱体化など先の
見えない不安が広がっています。そうした中、国が掲げる地方創生を活用
しながら、人口減少に立ち向かい、元気なこうかを創るため「甲賀の國
づくりプロジェクト」として、本市独自の取り組みを積極的に展開します。

項目 2010年
（平成22年）

2040年
（平成52年） 人口増減

日本の人口 128,057,000人 107,276,000人 16.2%減少
滋賀県の人口 1,410,777人 1,309,306人 � 7.2%減少
甲賀市の人口 92,704人 75,552人 18.5%減少

問
い
合
わ
せ

予
算
に
関
す
る
こ
と

財
政
課　

☎
６
５‐０
６
７
６　

６
３‐４
６
５
４

甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
す
る
こ
と
／
政
策
推
進
課　

☎
６
５‐０
６
７
1　

６
３‐４
５
５
４

◦�（
仮
称
）子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業�

１
，８
０
０
万
円

◦〝
選
ば
れ
る
〟ま
ち
の
あ
り
方
検
討
事
業

�
７
０
０
万
円
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総人口と年齢３区分人口（甲賀市） 実数値 推計値

昭和55年   昭和60年 　  平成2年　　　平成7年  　　 平成12年　　 平成17年　　 平成22年 　　平成37年　 　平成52年

国勢調査資料による。合計は年齢不詳者を含む。

国立社会保障・人口問題研究所資料による。　平成25年３月推計による

実数値

推計値
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10,108 11,619
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■15歳未満　　■15～64歳　　■65歳以上

8,382

41,380

25,790 

75,203
79,088

82,668
90,744

92,484 93,853 92,704
85,731

75,552

16,886 17,585 16,637 16,892 15,781 14,623 13,632 10,272

49,252 51,388 54,382
59,372 59,887 60,591 58,002

50,154

9,062
10,108 11,619

14,476 16,775 18,627 20,365

25,305

■15歳未満　　■15～64歳　　■65歳以上

何もしなければ
甲賀市の人口は
どうなるの !?

と
か
ら
、
施
策
の
一
部
を
前
倒
し
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム�

��

◦
少
子
化
対
策　
◦
定
住
促
進�

��

◦
女
性
の
活
躍　
◦
２
０
２
５
年
問
題�
��

◦
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り�
��

◦
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営

「
甲
賀
ら
し
さ
」
を
活
か
す

　
本
市
は
、
約
４
８
２
㎢
の
広
範
な
面
積

を
有
し
て
お
り
、
人
口
が
増
え
て
い
る
地

域
も
あ
れ
ば
、
過
疎
化
が
進
展
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、歴
史
や
文
化
、

地
域
の
営
み
も
様
々
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
の
特
性
と
と
も
に
、
新

名
神
高
速
道
路
を
は
じ
め
、
も
の
づ
く
り

企
業
の
集
積
、
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る
地

域
資
源
や
人
の
つ
な
が
り
な
ど
、
甲
賀
市

に
は
他
市
に
は
な
い
魅
力
と
地
域
力
が
あ

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
国
、
県
の
地
方
創
生
の
動
き

を
注
視
し
な
が
ら
も
、
地
方
分
権
の
理
念

の
も
と
、
こ
れ
ら
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
よ
り
「
甲
賀
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る

こ
と
で
、
次
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
理
想

郷
・
甲
賀
の
実
現
に
向
け
甲
賀
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

▲成人式における若者定住アンケートの様子

平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業

平
成
27
年
度
に
実
施
す
る
事
業

—人口減少に立ち向かう—
地域力を活かした“甲賀の國づくり”を進めます

元
気
な
こ
う
か
を
み
ん
な
で
創
ろ
う

　
し
か
し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に

向
け
た
対
応
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
甲
賀
市
誕
生
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
こ

れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
共
に
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
き
た
“
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
”
を
最
大
限
に
活
か
し
、
人
口

減
少
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
後
は
“
人
口
減
少
”
を
テ
ー
マ
に
皆

さ
ん
と
の
意
見
交
換
の
場
を
も
ち
な
が
ら

知
恵
を
出
し
合
い
、
一
緒
に
対
応
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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問い合わせ

長寿福祉課　介護保険係
☎６５‐0６９８／ ６３‐408５

介
護
保
険
料
が　
　

５
，０
７
０
円
に

平
成
２７
年
度
か
ら

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方

が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　
制
度
を
支
え
る
介
護
保
険
料
は
、
高
齢
化
の
進

展
や
利
用
者
数
の
増
加
、
施
設
整
備
等
の
必
要
性

な
ど
実
情
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
３
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
～
平
成
29
年
度（
第
６
期
）の
介
護
保

険
料
の
月
額
基
準
額
は
５
，０
７
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
決
定
す
る
所
得
段
階
の
区
分

を
、
11
段
階
か
ら
12
段
階
に
変
更
し
ま
し
た
。

保険料が変わる理由
▪
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加

　

�　
高
齢
化
に
伴
い
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人（
要

支
援
・
要
介
護
認
定
者
）
が
、
今
後
も
増
え
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

▪
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
整
備

　

�　
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
や
施
設
待
機
者
の
状
況
か
ら
平
成

27
年
度
か
ら
の
３
年
間
に
施
設
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

�　

具
体
的
に
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

�　

併
せ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
等
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
地
域
区
分
の
見
直
し

　

 　
国
が
定
め
る
介
護
報
酬
の
地
域
区
分
が
見
直
さ
れ
、
甲

賀
市
は
３
％
か
ら
６
％
加
算
の
区
分
に
移
り
ま
し
た
。

▪ 

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担
率
の
増
加

　

�　
保
険
料
の
負
担
率
は
、
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

方
）
と
第
２
号
被
保
険
者
（
40
～
64
歳
の
方
）
の
人
口
比
率

に
よ
り
、
国
が
見
直
し
ま
す
。

　

�　
高
齢
化
に
伴
い
、
今
回
の
見
直
し
で
は
、
第
１
号
被
保
険

者
の
負
担
率
が
１
％
増
加
し
、
22
％
に
な
り
ま
し
た
。

介護保険の財源内訳
調整交付金
5.0％

第２号保険料
（40～64歳）
28.0％

第1号保険料
（65歳以上）
22.0％

国
20.0％

県
12.5％市

12.5％

段階 対　象　者 月額保険料
額

第1段階

世
帯
非
課
税
本
人
非
課
税

生活保護受給者または老齢福祉年金受給
者であって本人および世帯全員が市民税非
課税の人
本人および世帯全員が市民税非課税で、�
前年の合計所得金額と課税年金収入の�
合計額が80万円以下の人

� 2,433円

第2段階
本人および世帯全員が市民税非課税で、�
前年の合計所得金額と課税年金収入の�
合計額が80万円を超えて120万円以下の人

� 3,194円

第3段階
本人および世帯全員が市民税非課税で、�
前年の合計所得金額と課税年金収入の合計
額が120万円を超える人

� 3,802円

第4段階

世
帯
課
税

世帯の誰かに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税で、前年の合計所得
金額と課税年金収入の合計額が80万円�
以下の人

� 4,410円

第5段階
世帯の誰かに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税で、前年の合計所得
金額と課税年金収入の合計額が80万円を
超える人

� 5,070円
（基準額）

第6段階

本
人
課
税

本人市民税課税で、前年の合計所得金額が
125万円未満の人 � 5,729円

第7段階 本人市民税課税で、前年の合計所得金額が
125万円以上200万円未満の人 � 6,337円

第8段階 本人市民税課税で、前年の合計所得金額が
200万円以上300万円未満の人 � 7,605円

第9段階 本人市民税課税で、前年の合計所得金額が
300万円以上400万円未満の人 � 8,872円

第10段階 本人市民税課税で、前年の合計所得金額が
400万円以上500万円未満の人 10,140円

第11段階 本人市民税課税で、前年の合計所得金額が
500万円以上1000万円未満の人 11,407円

第12段階 本人市民税課税で、前年の合計所得金額が
1000万円以上の人 12,675円

第５期（平成２４年～平成２６年度）　月額基準額　４，２００円

第６期（平成２７年～平成２９年度）　月額基準額　５，０７０円

平成２７年～平成２９年度（第６期）の介護保険料

■
平
成
27
年
度
予
算

　

�

２
～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■
委
員
の
任
命（
敬
称
略
）

　

�

人
権
擁
護
委
員　

�

殿と
の

城し
ろ　
和か

ず

美み�

福ふ
く

井い

世せ

津つ

子こ

■
条
例
の
制
定

�

◦�

甲
賀
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

�

◦�

甲
賀
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
係
る
職

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

�

◦�

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

�

◦�

甲
賀
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

�

◦�

甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

◦�

甲
賀
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

�

◦�

甲
賀
市
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

◦�

甲
賀
市
福
祉
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

�

◦�

甲
賀
市
保
育
園
設
置
等
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

�

◦�

甲
賀
市
児
童
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

�

◦�

甲
賀
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

�

◦�

甲
賀
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

■
平
成
26
年
度
補
正
予
算

�
◦�
平
成
26
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

�

◦�

平
成
26
年
度
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

�

◦�

平
成
26
年
度
甲
賀
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

�

◦�

平
成
26
年
度
甲
賀
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

�

◦�

平
成
26
年
度
甲
賀
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

�

◦�

平
成
26
年
度
甲
賀
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

�

◦�

平
成
26
年
度
甲
賀
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

■
指
定
管
理
者
の
指
定

�

◦�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
き
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
７
施
設
）

第
１
回 

甲
賀
市
議
会
定
例
会

平
成
27
年

　
第
１
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
が
２
月
24
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
が
提
案
し
、
審
議
、
可
決
さ
れ
た
主
な
議
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　地域経済の活性化を図ることを目的とした（仮称）
日本忍者協議会設立に向けた準備会がこのほど発足
しました。
　この協議会は、２０２０年の東京オリンピック・パラ
リンピック等を見据えた観光戦略の一翼を「忍者」が
担うものとして、国や自治体、民間団体が全国的なネッ
トワークの下で連携し、情報発信や「忍者の日」、「忍
者フェスティバル」などのイベントの開催に取り組む
ことにより、国内外から観光客の誘客を図るものです。
　甲賀市も日本を代表する忍者発祥の地として、全
国の「忍者」ゆかりの自治体と連携し、さまざまな事
業に参画していきます。

　３月２０日に自治基本条例策定委員会から（仮称）
甲賀市自治基本条例骨子案が市長に答申されました。
　平成２５年７月から、２１回にわたり議論を積み重ね、
平成２７年３月の委員会において、骨子案がとりまとめ
られました。
　今後、市では、策定委員会から答申された骨子案
を尊重し、条例素案を作成します。その後タウンミー
ティングやパブリックコメントを実施した上で、条例案
として議会へ提案する予定です。

◀�

３
月
８
日
に
東
京
で
実
施
さ
れ
た
設
立

準
備
会
記
者
会
見
の
様
子

▼市長に骨子案を手渡す自治基本条例策定委員会

「忍者」ゆかりの自治体が手を結び
「（仮称）日本忍者協議会設立準備会」を発足

甲賀市自治基本条例に関する
骨子案が市長に答申されました

　
国
の
標
準
段
階
区
分
の
変
更
に
よ
り
、
今
ま
で

の
第
１
段
階
と
第
２
段
階
を
一
つ
の
段
階
に
統
合

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
所
得
に
応
じ
た
公
平
な
保
険
料
負
担

を
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
ま
で
段
階
内
で
所
得
の

幅
が
広
か
っ
た
第
10
段
階
と
第
11
段
階
を
そ
れ
ぞ

れ
二
つ
の
段
階
に
分
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
介

護
保
険
料
は
、
昨
年
の
所
得
が
確
定
し
た
後
、
７

月
初
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

月額
基準額
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　草津線沿線の酒蔵を巡るＪＲふれあいハイキングが３月に実施され、
２２日には「戦国時代の甲賀路を歩こう」をテーマにした約６キロのコー
スを約４０人が楽しみました。
　甲賀駅を出発した後、ボランティアガイドの案内で篠山城跡や大鳥
神社など４カ所を巡って地域の歴史に触れ、最後に酒造店を訪ねました。
　参加者は、疲れた身体に染みる風味豊かな新酒に舌鼓を打ち、五
感で甲賀を堪能する一日となりました。

　
自
転
車
事
故
を
防
ご
う
と
、
城
山
中
学
校
の
新
１
年
生

を
対
象
に
し
た
自
転
車
通
学
体
験
が
３
月
28
日
、
行
わ
れ
、

12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
市
が
取
得
を
目
指
し
て
い
る
世
界
基
準

の
認
証
制
度
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
取
り
組
み
の一環

で
、
岩
上
、
水
口
両
自
治
振
興
会
な
ど
が
、
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、
岩
上
、
水
口
地
域
の
通
学
路
を
走

行
し
、
安
全
指
導
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
差
点
な
ど
の
危
険

箇
所
を
確
認
し
な
が
ら
安
全
な
通
学
に
備
え
ま
し
た
。

　天皇の即位ごとに名代として都から伊勢神宮に送
られた斎王の行列を再現した「あいの土山斎王群行」
が３月２２日、土山町で行われました。
　この催しは、地域の歴史を発信しようと実行委員が
毎年実施し、春の訪れを告げる当市の風物詩ともなっ
ています。
　当日は、斎王役の上

うえ
田
だ
咲
さ
姫
き
さんをはじめ平安装束

に身を包んだ約８０人の一行が、大野小学校から垂水
頓宮跡までの約３キロを練り歩き、沿道では、大勢
の観衆が雅な時代絵巻を楽しみました。

▲危険箇所を確認しながら通学路を走行する児童

▲大鳥神社を訪れ地域の歴史に触れる参加者

▲厳かな雰囲気の中で行われた禊ぎ式

1
news

五感で甲賀を堪能
［ＪＲふれあいハイキング］

春の訪れを告げる時代絵巻
［第１８回�甲賀市あいの土山斎王群行］

入
学
前
に
通
学
路
の
安
全
を
確
認

［
安
心
・
安
全　
自
転
車
通
学
体
験
事
業
］

　
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
、
3
月
22
日
に
新
名
神
高
速
道
路
土
山
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
や
施
設
、
歳
時
記

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
者
自
ら
が
、
訪
れ

た
お
客
様
に
試
食
し
て
も
ら
う
な
ど
、
熱
心
に
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

　
ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
滋
賀
県
住
み
ま
す
芸
人
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お

2
人
に
よ
る
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
紹
介
を
折
り
ま
ぜ
た
軽
妙
な
ト
ー
ク
や
、
水
口
囃

舎
に
よ
る
水
口
囃
子
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
運
行
再
開
さ
れ
た
信
楽
高
原
鐵
道（
Ｓ
Ｋ
Ｒ
）

を
支
援
し
よ
う
と
３
月
27
日
、
水
口
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
で
信
楽
駅
前
の
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
、
甲
南
地
域
の
学
童
保
育
の
児
童
約

１
３
０
人
が
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

観
光
客
に
美
し
い
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

や
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
、
信
楽
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｓ
Ｋ

Ｒ
で
訪
れ
た
児
童
は
、
窓
か
ら
見
え
る
風
景
に

歓
声
を
上
げ
た
り
、
清
掃
の
後
に
は
陶
器
の
絵

付
け
体
験
を
し
た
り
し
て
信
楽
を
楽
し
む
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　土山中学校で３月２３日、ボランティア入門講座が行われ
ました。
　この講座は、福祉やボランティアに関する理解を深めよ
うと、毎年実施されているもので、同校１、２年生約１４０
人が参加しました。
　生徒は、「車いすに乗っている生活」をテーマに、水口町
の菊
きく
池
ち
滋
しげ
美
み
さんから講話を聞いた後、車いすや高齢者疑似

体験、音訳など８つの講座に分かれ、体験を通して障がい
者や高齢者の気持ちやボランティアの基礎を学びました。

▲信楽駅ホームのごみ拾いを行う児童

▲全国の行楽客を前に行われた甲賀ブランドのＰＲ

▲後ろ向きで坂を下る体験をする生徒

5
news

3
news

4
news

2
news

6
news

体験を通し理解を深める
［土山中学校　ボランティア入門講座「心ぽかぽかデイ」�］

美しい環境でお出迎え
［信楽高原鐵道運行再開支援　青少年清掃活動事業］

“
来
て
魅
て
甲
賀
　
こ
う
か
な
お
宝
大
発
見
！
”

［
新
名
神
高
速
道
路
土
山
Ｓ
Ａ　
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
］
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部局 課　名 係名等 電話番号 FAX番号 主な業務 場　所

産
業
経
済
部

農業振興課 農政係
農産係

65-0711
65-0712

63-4592

農業政策、農業振興地域整備計画、中山間地域活性化、農業経営支援、
米穀・茶・特産品生産振興、畜産・水産振興、農業施設の維持管理

水口庁舎２階

獣害特別対策室 獣害特別対策係 65-0734 鳥獣害対策・鳥獣保護

農村整備課 基盤整備係
施設管理係

65-0713
65-0714

農業農村整備事業、農地・農業用施設災害復旧事業、県営事業の推進、
直轄管理農道の維持管理、野洲川基幹水利施設管理事業、法定外公共
物の維持管理

林業振興課 林業振興係 65-0715 森林整備計画、地元材利用促進、琵琶湖森林づくり事業、森林病害虫
防除対策、林道開設事業、治山事業、緑化推進、林業施設の維持管理

建
設
部

都市計画課
都市計画係
開発指導係
市街地整備係
工業団地推進室

65-0719
65-0606
65-0721
78-0028

63-4601

都市計画、景観対策、屋外広告物、地籍調査、開発指導・許可、土地
区画整理、市街地整備、工業団地推進

水口庁舎２階
建設管理課 道路河川係

公園緑地係
65-0722
65-0720

道路・橋りょう・河川の管理、法定外公共物、公園・緑地の整備及び
維持管理

建設事業課
事業調整係
建設第１係
建設第２係

65-0723
65-0724
62-1784

道路等の用地取得・登記、国道・県道等の事業調整、道路・橋りょう・
河川等の設計・施工・維持補修、災害復旧事業

住宅建築課 公営住宅係
建築係

65-0609
65-0725

住宅施策、公営住宅、学校等の公共建築物の建築・改修、建築確認、
耐震・アスベスト対策

上
下
水
道
部

上下水道総務課
上水道経営係
下水道経営係
料金管理係

86-8013
86-8260
86-8014

86-8032 上下水道事業の経営企画、上下水道料金、下水道の受益者負担金・�
分担金の調定・徴収・滞納対策、量水器の検針、水道開閉栓

甲南庁舎１階上水道課
工務係
給水係
維持係

86-8015
86-8016
86-8017

86-8390

水道事業の総合調整、水道事業認可、水道施設の設計・施工、給水�
装置工事の申し込み、専用水道、貯水槽水道、水道施設の維持管理、
水質保全・検査

下水道課
計画普及係
施設維持係
建設係

86-8012
86-8399
86-8347

下水道事業の総合調整、下水道計画・事業認可、下水道の普及啓発、
排水設備工事、下水道指定工事店、宅内排水設備設置資金融資あっせん、
浄化槽設置、下水道施設の維持管理、公共下水道事業・農業集落排水
事業の設計・施工、既設開発団地接続

会計課 出納審査係 65-0657 63-4086 現金・有価証券の出納保管、小切手の振出し、重要物品台帳の整備、
決算の調製、税・料の収納 水口庁舎１階

教
育
委
員
会
事
務
局

教育総務課

総務企画係
学校管理係
学校給食係
教育環境整備室

86-8152

86-8018

86-8148 86-8380 

教育委員会会議、教育行政相談、教育財産管理、学校・学校給食セン
ターの管理運営、教育環境整備

甲南庁舎２階

学校教育課

学務係
指導教職員係
こども教育支援係
教育研究所

86-8019
86-8020
86-8317

教育課程、教育調査研究、教職員人事、教職員研修、特別支援教育、
就学指導、就学援助、奨学奨励

86-8144 86-8196

こども未来課 管理係
指導振興係

86-8179
86-8182

86-8380

幼稚園・保育園管理運営、就学前教育（保育）の指導、幼保一元化、
家庭教育支援事業、ブックスタート事業、就園相談、特別支援教育

社会教育課
生涯学習係
人権教育係
青少年育成係

86-8021
65-0693
86-8022

社会教育・生涯学習、社会教育委員の会議、人権教育の総合企画・�
調整・推進・指導、公民館・図書館・生涯学習館の管理運営、青少年の
健全育成、青少年研修センター、青少年自然活動支援センター、少年
センター、成人式

文化スポーツ振興課 スポーツ振興係
文化振興係

86-8023 文化・芸術の振興、文化・芸術団体の育成、文化施設の管理運営、生涯スポー
ツの普及・振興、スポーツ施設の整備・管理運営、学校体育施設の開放62-2626 62-2625 あいこうか市民ホール

歴史文化財課
調査管理係
埋蔵文化財係
市史編さん室

86-8026

86-8075
86-8216 文化財の保護・管理・普及啓発、歴史民俗資料館等の施設管理運営、埋蔵文化財の調査・保護・整備活用、市史編さん 甲南庁舎３階

■議会・行政委員会等
名　称 係名等 電話番号 FAX番号 主な業務 場　所

議会事務局 庶務係
議事係

65-0654
65-0655 63-4373 本会議、委員会、会議録の作成 水口庁舎３階

選挙管理委員会事務局 65-0667 63-4561 選挙事務、委員会庶務 水口庁舎２階

監査委員事務局

65-0656 63-4577

監査、出納検査及び審査、監査請求

水口庁舎３階公平委員会 委員会庶務

固定資産評価審査委員会 固定資産の評価、価格への不服申立ての審査、委員会庶務

農業委員会事務局 農地係
農政係

65-0717
65-0718 63-4601 農業委員会総会、部会、委員会、農地法等に基づく許認可申請・諸証明 水口庁舎２階

■医療施設・介護保険施設
名　称 電話番号 FAX番号

信楽中央病院 82-0249 82-3060

水口医療介護センター
みなくち診療所 62-3346 63-1728

介護老人保健施設ケアセンターささゆり 62-3366 62-3347

市役所の業務 代表
番号

水口庁舎
甲南庁舎（上下水道部）
　　　　（教育委員会）

☎65-0650  63-4554
☎86-8000  86-8032
☎86-8002  86-8380

各課、室の主な業務内容は次のとおりです。
お電話でのお問い合わせ等は各課、室への
ダイヤルインをご利用ください。

■各課・係等の業務
部局 課　名 係名等 電話番号 FAX番号 主な業務 場　所
市
長
直
轄
組
織

秘書課 秘書係 65-0662

63-4619

秘書、渉外、褒章、叙勲、表彰、市長会

水口庁舎２階

広報課 広報公聴係 65-0675 広報紙の発行、公聴、ホームページの運用、行政情報番組の制作

危機管理課 防災危機管理係
セーフコミュニティ推進室

65-0665
62-1805

消防・水防団、防災、災害対策本部、防災行政無線、国民保護、危機管理、�
安心で安全なまちづくり、セーフコミュニティ推進

総
合
政
策
部

政策推進課
政策推進係
甲賀の國づくり
プロジェクト推進室

65-0670

65-0671 63-4554
総合計画、重要施策の企画・総合調整、国土利用計画、広域行政、�
地方創生・総合戦略、総合教育会議

公共交通推進室 公共交通推進係 65-0672 交通体系の調整、鉄道機能強化、第三種鉄道事業、市コミュニティバス
情報政策課 システム管理係 86-8177 86-8187 コンピュータによる各種システムの運用・管理、情報セキュリティ 甲南庁舎３階
情報基盤整備推進室 情報基盤整備推進係 66-1193 66-1564 地域情報化基盤、地域情報化推進、地デジ 土山地域市民センター

地域コミュニティ推進室 地域コミュニティ推進係
交流推進係

65-0687
65-0604 63-4554 自治振興会・区・自治会、ＮＰＯ等市民活動支援、地縁団体の認可、�

まちづくり出前講座、国内・国際交流事業支援、国際化推進 水口庁舎２階

土山地域市民センター
地
域
振
興
課

地域振興係

66-1101 66-1564 戸籍、住民基本台帳、在留関連、印鑑登録、諸証明、埋火葬許可・火葬場
使用予約、市税に係る諸証明、小中学校の転入・転出に係る許可書の発行、
市民相談、国民健康保険、年金、後期高齢者医療、高齢者・母子・父子・
障がい者（児）・乳幼児の医療・福祉、各種証明申請・発行、公金の収
受、納税相談、保育園・幼稚園の入園申請受付、自治振興会・区・自治会、
消防・防災、一般廃棄物、し尿汲み取り、選挙事務、交通安全共済

土山地域市民センター

甲賀大原地域市民センター 88-4101 88-3104 甲賀大原地域市民センター

甲南第一地域市民センター 86-4161 86-8029 甲南庁舎１階

信楽地域市民センター 82-1121 82-3415 信楽地域市民センター

総
務
部

総務課 総務統計係 65-0663
63-4561

市議会、住居表示、行政区域、総合案内、文書管理、公印管理、自衛官�
募集、各種統計調査

水口庁舎２階職員課 人事係
給与係

65-0669
65-0668 職員採用、人事給与、職員団体、職員研修、福利厚生、組織・機構

法務室 法務係 65-0664 63-4619 条例・規則等の制定改廃、行政不服申立、訴訟、コンプライアンス、
情報公開、個人情報保護

財政課 財政係
マネジメント推進室 65-0676 63-4654 財政計画、予算編成、地方交付税、市債、行政改革、行政評価、指

定管理者制度、地方分権改革、組織目標 水口庁舎３階

公有財産管理室 公有財産管理係 65-0677
63-4561

公有財産管理、土地開発基金管理、庁舎管理、公用車管理
水口庁舎２階

庁舎整備室 庁舎整備係 65-0661 庁舎改修整備
契約検査課 契約検査係 65-0678 63-4627 各種契約審査、工事等の入札、入札監視委員会、工事等の検査

水口庁舎１階
税務課 市民税係

資産税係
65-0679
65-0680

63-4574

市民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税等の賦課・調定

滞納債権対策課
収納推進係
滞納対策係
料金対策係

65-0682
65-0681
65-0753

市税の収納・口座振替・督促、納税相談、市税・料金の滞納処分、�
租税教育

市
民
環
境
部

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

市民課 市民窓口係
戸籍住民係

62-4272
65-0683 65-6338

戸籍、住民基本台帳、在留関係、印鑑登録、諸証明、埋火葬許可・�
火葬場使用予約、市税に係る諸証明、小中学校の転入・転出に係る
許可書の発行、人口動態

水口庁舎１階

保険年金課 国保年金係
後期高齢者医療係

65-0688
65-0689 63-4618 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、福祉医療

（市民窓口センター） 福祉担当係
生活環境担当係

62-1621
62-4271 63-4086

児童手当・保育園入園・介護保険・障がい者福祉・高齢者福祉等の�
申請受付、上下水道の開閉栓、し尿汲み取り、税・料の納付、コミュニティ
バス定期券販売

生活環境課
生活交通係
環境政策係
廃棄物対策係

65-0686
65-0691
65-0690 63-4582

消費生活相談、防犯、行政相談、外国人相談、交通安全対策、交通災
害共済、市営駐車場・駐輪場、自然環境保全、公害防止、狂犬病予防、
墓地、火葬場、エコライフ推進、地域新エネルギー、一般廃棄物、不燃
物処理場、不法投棄対策

人権推進課 人権政策係
人権教育推進係

65-0694
65-0695

人権政策、人権教育・啓発、男女共同参画、地域総合センターの管理・
運営

健
康
福
祉
部
　
福
祉
事
務
所

社会福祉課 福祉総務係
福祉政策係

65-0700
65-0729

63-4085

民生委員児童委員、戦傷病者及び戦没者遺族援護、臨時福祉給付金、
社会福祉法人監査、日赤事務 水口社会福祉

センター１階
生活支援課 生活支援係

生活福祉係
65-0735
65-0701

生活困窮者相談、住居確保給付金、生活保護、行旅病人、中国残留
邦人

こども応援課 子育て支援係
家庭児童相談室

86-8423
86-8424 86-8029

児童福祉、母子・父子福祉、児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養
手当、児童クラブ、子育て支援センター、児童虐待防止、ドメスティック�
バイオレンス対策、子育て世帯臨時特例給付金

甲南庁舎1階

障がい福祉課 自立支援係
相談支援係

65-0702
65-0707 63-4085 身体障がい者（児）福祉、知的障がい者（児）福祉、精神障がい者（児）

福祉、難病対策
水口社会福祉
センター１階

発達支援課 発達支援係 86-8422 86-8380 幼児期・学齢期・青年期の心理・発達・教育の相談、こじか教室、�
適応指導教室、ことばの教室 甲南庁舎２階

長寿福祉課
高齢者支援係
介護保険係
地域支援係

65-0696
65-0698
65-0699

63-4085 高齢者福祉、高齢者福祉施設、介護保険、介護予防、地域包括支援センター 水口社会福祉
センター１階

健康推進課
健康政策係
母子保健係
健康増進係

65-0703
65-0736
65-0737

63-4591 健康増進、母子保健、予防接種、歯科保健、献血、防疫、保健センター 水口保健
センター１階

産
業
経
済
部

商工政策課 商工業振興係
労政係

65-0709
65-0710 63-4087

商工業振興、創業支援、資金融資対策、地場産業、雇用対策、高齢者・
障がい者雇用の促進、女性の就労、就労相談、勤労福祉施設、企業内人
権対策、企業立地、工業団地、信楽伝統産業会館・信楽産業展示館の管
理運営

水口庁舎１階

観光企画推進室 観光企画推進係 65-0708 観光振興、観光施設管理、特産品等の普及・宣伝
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「甲賀子育て応援メール」配信中

場　所  電　話　 F A X 　利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 65-5522 月～土 9:00～17:00
土山子育て支援センター 66-0375 － 月～金 9:00～17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115 88-8145 火～土 9:00～17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00～17:00
信楽子育て支援センター   82-2799 － 火～土 9:00～17:00

問い合わせ先一覧

55月月
問い合わせ先

家庭教育支援事業⇒こども未来課
児童館事業⇒各児童館

市内在住の未就園児とその保護者の方が対象です。
どの地域の事業にも参加していただけます。詳しくは、各担当にお問い合わせください。

登録していただいたメールアドレスに子育支援情報を週１回程度
配信しています。
配信登録は、kokaksdt＠star7.jpへ空メールを送信。
または、QRコードから。
（http://www.star7.jp/kokaksdt/qr_form.php）

「甲賀子育て応援メール」配信中

場　所  電　話　 F A X 　利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 65-5522 月～土 9:00～17:00
土山子育て支援センター 66-0375 － 月～金 9:00～17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115 88-8145 火～土 9:00～17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00～17:00
信楽子育て支援センター   82-2799 － 火～土 9:00～17:00

問い合わせ先一覧

55月月
問い合わせ先

家庭教育支援事業⇒こども未来課
児童館事業⇒各児童館

市内在住の未就園児とその保護者の方が対象です。
どの地域の事業にも参加していただけます。詳しくは、各担当にお問い合わせください。

登録していただいたメールアドレスに子育支援情報を週１回程度
配信しています。
配信登録は、kokaksdt＠star7.jpへ空メールを送信。
または、QRコードから。
（http://www.star7.jp/kokaksdt/qr_form.php）

　未就園の親子を対象に市内保育園・幼稚園で遊び
の広場等の事業を開催しています。園によって内容や
開催日等が異なりますので、詳しくは、各園にお問い
合わせください。

甲賀市の保育園一覧
http://www.city.koka.lg.jp/5206.htm

甲賀市の幼稚園一覧
http://www.city.koka.lg.jp/5207.htm

または、各支所の窓口で配布されて
いる「甲賀市�幼稚園・保育園�案内・
マップ 2015」をご参照ください。

＜家庭教育支援事業＞

＜児童館事業＞

こども未来課 問・申☎86-8171／ 86-8380
★はじめまして親子講座
「らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんと遊ぼう～」
　日時／12日（火）　10：30～11：30
　場所／甲南庁舎3F和室
　対象／２カ月～７カ月の乳児親子
　定員／10組（要申込）
「らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんと体ほぐし・心ほぐし～」
　日時／22日（金）　10：30～11：30
　場所／かえで会館
　対象／４カ月～10カ月の乳児親子
　　　　※赤ちゃんの首がすわっていること
　定員／12組（要申込）
★親子ふれあい運動広場
　日時／13日（水）　10：30～11：30
　場所／岩上体育館（水口）
　対象／１歳６カ月以上の未就園児とその保護者
　定員／25組（要申込）
　持ち物／体育館シューズ、お茶　など
　参加費／１組200円
★ベビーマッサージ講座
　日時／21日（木）　10：30～11：30
　場所／水口子育て支援センター
　対象／生後２カ月～７カ月児とその保護者
　定員／15組（要申込）
★乳幼児おはなし広場（土山）（申込不要）
　日時／14日（木）　10：30～11：00
　場所／土山図書館
　対象／０・１・２歳児とその保護者
★乳幼児おはなし広場（水口）（申込不要）
　日時／26日（火）　10：30～10：50
　　　　　　　　　 11：00～11：20
　　　　　　　　　 ※同じ内容で２回開催
　場所／水口図書館
　対象／０・１・２歳児とその保護者

☆たけのこ子育て広場『のびっこ』
『こいのぼりのリース作り』
　問・申☎82-2361／ 82-3616
　日時／18日（月）　10：30～11：30
　場所／たけのこ児童館（西教育集会所）
　定員／８組（要申込）
☆かえで子育て広場
『わらべうた』
　問・申☎86-4363／ 86-4958
　日時／21日（木）　10：30～11：10
　場所／かえで会館
　定員／10組（要申込）

～保育園・幼稚園・こども園年長児相当のお子さんの保護者の方へ～

麻しん・風しん
混合予防接種（２回目）の早期接種を

　麻しん（はしか）と風しんは感染力が大変強く、
感染すると高熱が続き、脳炎など重篤な合併症をお
こすことがあります。
　大切なお子さんが感染しないように２回目の予防
接種を受けましょう。
◦対象者／市内在住の保育園・幼稚園・こども園年
長児に相当する年齢の幼児
◦期間／平成２８年３月３１日まで（接種医療機関での
接種可能期間内）※できるだけ、夏までに接種を終
了しましょう。
◦実施医療機関・予約方法／医療機関により異なり
ます。健診（検診）カレンダーをご確認ください。
◦費用／無料
◦持ち物／予診票・母子健康手帳・健康保険証等（本
人確認ができるもの）・保護者以外が同伴する場合は
市指定の委任状

※委任状が必要な方は、健康推進課へご連絡ください。

問い合わせ

健康推進課　母子保健係
☎６５‐０７３６／ ６３‐４５９１

問い合わせ

こども未来課
☎８６‐８１７１／ ８６‐８３８０

未就園児対象事業を開催

あかちゃんひろば
対象）０～１歳の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他
水口 26日（火）

10：00

～

11：30

土山 ７日（木）
甲賀 ８日（金）

甲南 ①13日（水）
②29日（金）

対）①６カ月まで
　 ②７カ月～１歳

信楽 14日（木）

各子育て支援センター事業
場所 事業名 日 時間 対象・内容・持ち物・その他

水
　
口

あかちゃんルーム 11・18・25日（月） 13：30～15：00 対）11日：H26年12月生、18日：H27年１月生、25日：H27年２月生 
わんぱくひろば

「ボールであそぼう」 11・18日（月） 10：30～11：30 対）３歳以上の未就園児とその保護者
他）要申込・先着20組（基本２日とも参加できる方）

出前ひろば ７･14･21･28日（木） 10：00～11：30 場） ７日：水口交流センター（伴谷）、14日：岩上、21日：水口中央、
28日：貴生川公民館

土
　
山

出前ひろば 13日（水）・15日（金） 10：00～11：30 場）13日：山内公民館　15日：梅田公民館
あかちゃんルーム 19日（火） 13：30～15：00 場）土山子育て支援センター
おはなし会～おひさまポケット～ 26日（火） 11：00～11：30 内）手あそび歌あそび・おはなしなど　９：30～11：30のオープンルーム内で
子育て講習「離乳食と幼児食」 22日（金） 10：30～11：30 他）要申込・先着15組（定員になり次第締切）

甲
　
賀

あかちゃんルーム １・22・29日（金） 10：00～11：30 対）０～１歳まで

おとうさんとあそぼうひろば ９日（土） 10：00～11：30 対）未就園児とそのおとうさん　　内）母の日プレゼント作り
他）要申込・先着10組

子育て講習「手作りおもちゃ」 15日（金） 10：00～11：30
対）H26年１月～６月生の子どもと保護者
内）ペットボトルのポットン作り
持）１～２Lペットボトル（硬いもの）　　他）要申込　先着10組

出前ひろば 26日（火） 10：00～11：30 対）未就園児と保護者　　場）甲賀北保育園　　他）要申込・先着15組

甲
　
南

子育て講習「親子運動あそび」 14日（木） 10：15～11：15
場）甲南青少年研修センター
対）H25年7月～ H25年12月生の未就園児とその保護者
他）要申込15組　締切27日

あかちゃんルーム 15日（金）・26日（火） 13：30～15：00 対）H26年12月生～ H27年２月生の未就園児とその保護者
持）バスタオル

おはなし会 ①12日（火）
②26日（火）

①15：00～15：15
②10：45～11：00

①13：00～16：00のオープンルーム内で
②９：30～11：30のオープンルーム内で

出前ひろば 22日（金） 10：00～11：30 場）寺庄公民館

信
　
楽

はじめましての会 １日（金） 10：00～11：30 対）未就園児と保護者（初めて子育て支援センターを利用される方）
おじいちゃん・おばあちゃんとあそぼうひろば 13日（水） 10：00～11：30 対）未就園児と祖父母　　内）おもちゃであそぼう
おはなし会～絵本を楽しもう～ 15日（金） 10：30～11：30 対）１歳６カ月以上の未就園児と保護者

ぴょんぴょんひろば
対象）１～２歳５か月の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 19日（火）

10：00

～

11：30

散歩　他）必要な方はベビーカー
雨天の場合は室内あそび

土山 27日（水）
甲賀 12日（火） 内）自由遊び

甲南 ①20日（水）
②27日（水）

対）①１歳～１歳８カ月
　 ②１歳９カ月～２歳５カ月
内）①ケガ事故防止の話

信楽 12日（火） 内）自由あそびキッズランド
対象）２歳６か月以上の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 12日（火）

10：00

～

11：30

時間厳守

内）散歩
他）雨天の場合は室内あそび

土山 21日（木） 内）サーキットあそび
場）大集会室（開発センター）

甲賀 19日（火） 内）散歩　　持）帽子、お茶
他）歩きやすい靴

甲南 ８日（金） 内）散歩
他）歩きやすい靴（親子共）
　 雨天の場合は室内遊び信楽 20日（水）

（
略
字
説
明
）

場：場所（場所の記載がないものは各支援センターで行います）
日時：開催日・時間
対：対象（年齢などの記載がないものは未就園児とその保護者です）
持：持ち物（記載がないものは特別に準備するものはありません）
　 ※ お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきなど

は必要に応じてお持ちください
他：申込・定員（記載がないものは申し込みは不要です）その他
内：内容
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相談内容／問合先 開催日 時間 場所／備考

人権なんでも相談 
　人権擁護委員が、家庭や地域・職場等の
日常生活での悩みや心配、差別などの相談
に応じます。※申込不要
問 �大津地方法務局　甲賀支局総務係
　 ☎６２−１８２８　 ６２−１７４８

� 8日（金）

１３時３０分
～１６時

信楽開発センター１階会議室Ｆ
11日（月） 土山開発センター２階談話室
13日（水） かふか生涯学習館１階活動室
14日（木） 水口社会福祉センター２階身障研修室
19日（火） 市役所甲南庁舎３階和室

男女の悩みごと相談 
　家庭や職場等での男女間の様々な悩みご
とに応じます。電話または面接相談（面接相
談は要予約）
問 �人権推進課　人権政策係
　 ☎６５−０６９４　 ６３−４５８２

１・８・１５・２２・２９日（金）
１１・１８・２５日（月）
１３・２０・２７日（水）

９時～１６時 水口庁舎１階人権推進課相談室

行政相談 
　行政相談委員が、国の仕事や特殊法人の
業務について相談に応じます。※申込不要
問 �生活環境課
　 ☎６５−０６８６　 ６３−４５８２

�７日（木）

１３時３０分
～１６時

土山開発センター
１１日（月） 水口社会福祉センター
１４日（木） かふか生涯学習館（甲賀）
１５日（金） 甲賀市市民福祉活動センター（甲南）
２０日（水） 信楽開発センター

就労相談 
　就職・転職のための情報提供や公共職
業安定所への取り次ぎを行います。
※申込不要
※４月から就労相談日および場所が変更し
ていますので、ご注意ください。

７・２１日（木）

９時３０分

～

１１時３０分

宇川会館
１２・１９・２６日（火） 土山地域市民センター
１２・１９・２６日（火） かえで会館
１４・２８日（木） 甲南第一地域市民センター
１３・２０・２７日（水） 西教育集会所

１・８・１５・２２・２９日（金） 上野教育集会所
７・１４・２１・２８日（木） １３時３０分

～

１５時３０分

清和会館
問 �商工政策課
　 ☎６５−０７１０　 ６３−４０８７

１３・２０・２７日（水） かふか生涯学習館
１・８・１５・２２・２９日（金） 信楽開発センター

結婚相談 
　結婚相談員が相談に応じます。※申込不要 ２・１６日（土） １３時～１６時

水口庁舎南別館１階

問 �農業振興課
　 ☎６５−０７１１　 ６３−４５９２

※�顔または全身の写真１枚をお持ちくだ
さい。

育ちと学びの相談 
発達や教育、こころの悩みなどの相談　※要予約
対 �おおむね４歳以上の在園幼児、小・中・高校生～青年期の方（２５
歳ごろまで）

問 �発達支援課（９時～１７時）
　 ☎８６−８１００　 ８６−８３８０

応相談

園や学校、市役所甲南庁舎、
適応指導教室など
※おおむね４歳までのお子さんの相談は
保健センター（☎６５−０７３６）にお問い
合わせください。

相談窓口／☎６５−０７５１

行政情報番組 きらめきこうか 番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。
（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

コーナー名  
放映日 ４月１８日～２５日 ４月２５日～５月２日

きらめき情報局
知って得する！？出前講座 国民健康保険申請 住民税について

くらしナビ おもてなし条例 適度な運動で筋力アップ

エンディング 伴谷保育園　つきぐみ 伴谷保育園　ほしぐみ
【平日／１日１０回放送】�７時・１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・２２時・

２３時３０分・２時３０分
【休日／１日９回放送】７時・１０時・１３時・１５時３０分・１７時・２０時・２２時・２３時３０分・３時

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

相 談コーナー 相談は無料ですので、お気軽にお越しください5月

※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組
内容が変更する場合があります。

催 し

夜空旅人（天体観望会）
「木星とガリレオ衛星」

時 �４月２５日（土）１９時３０分～２１時３０分
所 �かふか生涯学習館
内 �木星、金星、月、春の星座などの
観望

定 �先着２０人
方 �電話にて申込先まで
〆 �４月２４日（金）
※�天候・人数等により中止する場
合があります。

問 �申 �かふか生涯学習館
☎８８−４１００　 ８８−５０５５

ピアノを贈ろうコンサートVol.6
時 �５月１０日（日）１４時開演
所 �あいこうか市民ホール
内 �母の日には、お花を買って
￥�前売�1,000円、当日�1,200円
問 �あいこうか市民ホール�
（月曜休館）
☎６２−２６２６　 ６２−２６２５

春のふるさと散策ウォーキング
　春の甲賀市を２時間程度、楽し
く健康的にポールウォーキングを
しましょう。
時 �５月１３日～６月１０日毎週水曜
１０時～１２時（５コース）

対 �市内在住18歳以上、ポール
ウォーキングに興味のある方

定 �先着２０人
￥�1,300円（保険料含む）
〆 �５月８日（金）
※�詳細は各体育館に設置の案内

水口中央公民館サークル企画講座
中高年からはじめる

「らくらくピアノ講座」
時 �５月８日・２２日・６月５日（金）１０
時～１１時３０分（全３回）

対 �市内在住・在勤の５０歳以上の方
定 �先着１５人／￥��無料
他 �持ち物／筆記用具・大学ノート
※ご自宅にキーボードがある方は
お持ちください。

申 �直接お越しいただくか、ＦＡＸで
お申し込みください（ＦＡＸの場合
は確認の電話をお願いします）。

〆 �５月２日（土）（火～土、８時３０分
～１７時１５分）

問 �申 �水口中央公民館
☎６２−０４８８　 ６２−３３３８

お知らせ
集団がん検診申込開始

　職場や人間ドックなどで受ける機
会のない方はぜひ受診してください。
受 �５月１１日（月）～１５日（金）９時～１８時
申申込受付専用ダイヤル
☎０１２０－６１４－５１５

※来所および保健センター電話で
の申し込みはできません。

※検診日程など詳しくは、平成２７年
度健診カレンダーをご覧ください。

問 �健康推進課　健康増進係
☎６５－０７３７　 ６３－４５９１

チラシをご覧ください。
問 �申 �文化スポーツ振興課

☎８６−８０２３　 ８６−８３８０

わくわく☆チャレンジクラブ
『素敵なマグネット作り』

時 �５月９日（土）１０時～１１時３０分
所 �かえで会館　学習室
対 �小学生／定 �１５人
持 �材料費２００円、ハンドタオル、お茶
方 �電話にて申込先まで
受４月１５日（水）９時～（定員になり
次第終了）

問 �申 �かえで会館
☎８６−４３６３　 ８６−４９５８

春のしがらき駅前陶器市
時 �４月２９日（水）～５月６日（水）９時～１７時
内 �恒例の陶器市、信楽高原鐡道
信楽駅広場で盛大に開催。高
原鐡道とのコラボ企画によるプ
レゼント企画なども実施します。

所 �信楽高原鐵道　信楽駅前広場
問 �駅前陶商振興会事務局
☎８２−０１９４

第９回信楽作家市
時 �５月２日（土）～５日（火）９時～１７時
内 �信楽の作家や、県内外から１００
人を超える陶芸家が集まりま
す。作家自らが作品を展示販
売することで、作り手と使い手
が自由に交流できます。

所 �県立陶芸の森　太陽の広場
問 �信楽作家市実行委員会（陶芸の森内）

☎８３−０９０９　 ８３−１１９３

時 �日時��所 �場所��内 �内容��定 �定員��対 �対象��￥�料金��講 �講師��申 �申込先��方 �申込方法��受 �申込受付日時等��〆 �申込締切��問 �問い合せ先��他 �その他

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

広報 ・掲 載 料　
　１号１枠 25,000円／月
　※長期割有
・発行部数　34,600部

広告主募集

※詳しくは市ホームページ（http://www.city.koka.lg.jp/）
甲賀市ホームページ　バナー広告募集

問・申/広報課　☎65-0675　 63-4619

平成２７年度
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甲賀市図書館
カレンダー

信
楽
図
書
館

話

休
休

話

休
休

休
休

話

休
休

閉

甲
南
図
書
交
流
館

休
休

話

休
休

休
休

話
話

休
休
閉

甲
賀
図
書
情
報
館
休

話
休
休
話

休
休

休
休
話

話

閉
休
休

土
山
図
書
館

休
休

話

休
休

話

休
休

閉
話

休
休

水
口
図
書
館

休
話

休
休

休
休
話

閉
休
休

話

休
休

5
月
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

休�休館日� 閉�整理のための閉館日
話�おはなし会� 話�乳幼児向けおはなし会

行
事
予
定

日 時 内容・備考 場所

映画会

１７ 日 １１:００～１１:２５ ふるるえいがかい「たろうのともだち」 甲南図書交流館

１７ 日 １４:００～１６:１０ ふるる日曜名画座「ジンジャーとフレッド」 甲南図書交流館

２４ 日 １４:００～１５:５０ 日曜映画会「ブタがいた教室」 甲賀図書情報館

対面朗読
１ 金 １３:３０～１５:３０ 対面朗読　＊事前予約要 甲南図書交流館

１５ 金 １３:３０～１５:３０ 対面朗読　＊事前予約要 甲南図書交流館

その他 １６ 土 １５:００～１６:００ となりにおいで（絵本読み聞かせ） 信楽図書館

ギャラリー ５／１０（日）～２４（日） 第３回しがらき絵画教室作品展 信楽図書館

※おはなし会の時間や内容、移動図書館の情報については、
　お問い合わせいただくか甲賀市図書館ホームページ（http://lib.city.koka.lg.jp/）をご覧ください。

　新しい季節がやってくると、何かを始めてみよう、学んでみよう
という気持ちになる方も多いのではないでしょうか。
　図書館では学習機会の提供として甲賀図書情報館内に放送大学
の滋賀学習センター甲賀教室を平成23年から設置しています。
　ここでは、放送大学の授業の内容をDVDやCDで視聴すること
ができます。貸出は放送大学の受講生に限りますが、視聴はどな
たでもできます。教育や福祉、歴史や外国語など約５０科目の教
材が放送大学から配架されていますので興味ある方は是非ご利用
ください。
　利用方法や配架教材については甲賀図書情報館（☎88-7246）
までお問い合わせください。

「放送大学　甲賀教室」

編集・発行

▲�甲賀図書情報館内にある放送大学甲賀教室

らいぶらりん

甲賀市役所　〒528-8502�甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

水 口 図 書 館
土 山 図 書 館
甲賀図書情報館
甲南図書交流館
信 楽 図 書 館

5

5

55月月月月
（甲南図書交流館：  金曜日は 21：00まで）

図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより
時間 10：00～18：00☎63-7400　　63-4737

☎66-1056　　66-1067
☎88-7246　　88-7005
☎86-1504　　86-1505
☎82-0320　　82-3921

甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.lg.jp/

「広報あいこうか」が
ホームページでも
ご覧いただけます

甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/

甲賀市facebook ページ
http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

　

春
は
、
新
入
園
児
や
新

入
学
児
童
が
通
学
路
を
活
発
に
動
き

回
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
動
き
に
十
分
注
意
し

た
安
全
運
転
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
で
は
「
動
画
サ
イ
ト
の
退
会

手
続
き
が
で
き
て
い
な
い
。」
な
ど
と
言
わ
れ
、

約
１
６
０
万
円
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
詐
欺
事
件

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

甲
賀
警
察
署
か
ら
の

お
し
ら
せ

市内における
交通（人身）

事故発生状況

本
年

前
年

増
減
数

発
生
件
数

53
件

77
件

-24
件

死
者
数

1
人

5
人

-4
人

負
傷
者
数

65
人

86
人

-21
人

（
3
月
25
日
現
在
の
暫
定
数
）

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課　
生
活
交
通
係

☎
6
５‐０
６
８
6　

６
3‐
4
5
8
2

　３月12日、大原小学校６年生37人が卒業記念植樹
を行いました。この植樹は１２０年間続く同校の伝統行
事で、ヒノキの苗木は大原共有山財産区によって手入

れされ、50年から
60年かかってようや
く成木になります。
　児童たちは、財
産区の方から「苗木
を植えるときは、周
囲にまんべんなく土
を置き、踏み固め、
根をしっかりと張ら
すことが大切。根が
しっかりしていれば
木は立派に育つ」と
植樹方法を教わって
いました。

　希望ヶ丘学区自治振興会本町分会と希望ヶ丘分会で
は、教育ジャーナリストの青

あお
木
き
悦
えつ
さんを講師に迎え、

地域で子どもを育むための講演会を開催しました。
　当日は、子どもを持つ親の世代だけでなく祖父母の
世代の方など、幅広い年代から１０７人が参加しました。
　笑いや気づきを織り交ぜながら、先生ご自身の子育
てや相談員としての体験などを中心とした優しい語り
に、参加された皆さんは熱心に聞き入っていました。

　

か
し
わ
ぎ
自
治
振
興
会
で
は
３
月
７
日
、

柏
木
公
民
館
で
救
命
講
習
を
開
催
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
で
は
、
消
防
署
員
の
指
導
の
も
と
心

肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
止
血
法
な

ど
の
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
て
参
加
者
に
は
、
振
興
会
か

ら
救
急
笛
も
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害
や
緊
急

時
に
、
家
族
や
身
近
な
人
の
命
を
救
う
た
め
、

今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
は
な
み
ず
き
」
が

３
月
15
日
、
甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
主
催

の
芸
能
祭
へ
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
結
成
か
ら

７
年
目
を
迎
え
、
現
在
21
人
が
毎
月
２
回
の

練
習
を
重
ね
、
毎
年
、
地
域
の
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
で
、
成
果
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歌
う
こ
と
は
健
康
増
進
の
効
果
が
期
待
で

き
、
気
持
ち
が
元
気
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
、
コ
ー
ラ
ス
の
輪
が
地
域
に

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

地域で子どもを育む講演会を開催�
� ［希望ヶ丘地域市民センター］

わ
き
あ
い
あ
い
　�

�

奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

�

［
小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

あ
な
た
は
命
を
救
え
ま
す
か
？

　
救
命
講
習
を
開
催

�

［
柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

大原小学校　１２０回目の記念植樹
� ［甲賀大原地域市民センター］

▼「さとうきび畑」を熱唱する「はなみずき」の皆さん

▲青木さんの優しい語りを熱心に聞く参加者の皆さん

▲心肺蘇生法の指導を受ける参加者

▲�大原財産区の方から指導を受け�
植樹をする児童

地域市民センター地域市民センター 東西南北東西南北
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スイコー株式会社　滋賀工場
http://www.e-suiko.co.jp/

当
社
は
、
創
業
以
来
50
年
「
回
転

成
形
」
と
い
う
成
型
法
で
、
大
型
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
製
造
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

安
全
面
や
耐
久
性
に
優
れ
た
大
型

製
品
を
、
少
量
多
品
種
製
造
で
き
る
回

転
成
形
の
強
み
を
生
か
し
て
、
50
ℓ
か

ら
、
最
大
で
直
径
３
ｍ
、
高
さ
７
ｍ
に

も
な
る
、
容
量
５
万
ℓ
の
液
体
貯
蔵
タ
ン
ク
を
は
じ
め
、
農
業
用
容
器
、

道
路
の
保
安
用
品
の
ほ
か
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど
を
製
造
。
あ
ら
ゆ

る
産
業
や
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
お
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

■ 

他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い
技
術
で
国
内
市
場
の

ト
ッ
プ
を
占
め
る

私
た
ち
は
、常
に
お
客
様
の
視
点
に
立
ち
、技
術
の
向
上
に
努
め
、“
さ

ら
な
る
満
足
”
を
提
供
し
、“
地
域
社
会
”
と
“
環
境
”
に
貢
献
す
る

こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
で
他
社
の
追
随
を

許
さ
な
い
品
質
の
製
品
を
製
造
し
、
回
転
成
形
メ
ー
カ
ー
の
中
で
国
内

市
場
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
全
国
に
５
カ
所
の
拠
点
を
持

ち
、
そ
の
中
で
も
滋
賀
工
場
は
、
メ
イ
ン
工
場
と
し
て
約
百
種
類
の
製

品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

■ 

さ
ら
な
る
満
足
を
め
ざ
し
て

今
後
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ
遊

具
や
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
に
力
を
入
れ
、

製
品
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
技
術
の
向
上
を
図
り
、
自
信
を

持
っ
て
お
届
け
で
き
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を

発
信
で
き
る
企
業
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
尼
崎
工
場
長　
横
山
俊
介
氏
談
）

問い合わせ ： 甲賀市工業会事務局（商工政策課）☎65‐0709／ 63‐4087

高品質な大型プラスチック製品で産業・暮らしを支える回転成形メーカー

私の
「であい・こうか八景」

問い合わせ ： 広報課☎65‐0675／ 63‐4619

「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコン
テストにご応募いただいた作品を紹介します。

花花 木木 鳥鳥ササユリ スギ カワセミ

甲賀市の花・木・鳥

自然保護のため、この広報紙は再生紙および石油系成分の少ない植物油性インキを使用しています。

今月の納税等
�国民健康保険税（１期）�
�保育料・幼稚園使用料�
�介護保険料（１期）�
�水道料金・簡易水道料金�

納期限は
4月30日（木）です   

お茶のふるさと
「陽春の茶園」
山
やまだ

田つとむさん
（滋賀県野洲市）

撮影場所:土山町徳原

お茶のふるさと
「桜咲く茶園」
山
やまだ

田つとむさん
（滋賀県野洲市）

撮影場所:土山町徳原

甲賀のにぎわい「お・し・と・や・か」
寺
てらさき

崎　元
はじめ

さん（甲賀町寺庄）

撮影場所:甲南町寺庄　六角堂

甲賀のにぎわい「六角ふれあい夏祭り」
寺
てらさき

崎　元
はじめ

さん（甲南町寺庄）

撮影場所:甲南町寺庄　日吉神社

設 立�:�平成１０年
従業員数�:�３１人
所 在 地�:�水口町八田８５９番地１３　☎６３‐４０４４／ ６３‐４０５１

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀
市
工
業
会
に

加
盟
さ
れ
て
い
る
、
も
の
づ
く
り
企
業
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

No.72

甲賀ポン蔵
ⓒ 2008甲賀市工業会

D
A
T
A

お話を伺った横山工場長

▲製品の一例

広報 あいこうか
4月15日号�【No.236】�
2015.4.15�発行

市税等の
納付には、便利な
「口座振替」を
ご利用ください


